
 



主催事業

テーマ別研究会の成果の一部を紹介します 

主催事業 
[明日のまつどを創造する！！～第２回社会教育フォーラム～] 
 今回は、「自治会加入率 100％」「大山団地孤独死ゼロ」等を成功させ

た、東京都立川市大山自治会の佐藤良子前会長をお招きし、孤独死ゼロ

への取り組みや、東日本大震災の被災者を受け入れた時の話等をしてい

ただきました。講演後、長江所長との対談を行いました。後半は、「都市型

過疎に向けて、これからの地域づくり」と題したワークショップを実施し、松

戸の課題を学生や地域の方と共に考えました。■■■■■■■■■■■ 

－アートパーク８に参画した学生の感想－ 

私にとって３回目の参加になるアートパークでした。１、２年生の頃とは

違い、３年生になって初めて主体的にワークショップの内容を考えまし

た。当日は大人の方も多く参加してくださり、私達のワークショップでは子

どもと一緒にダンボールで作った家に絵の具で塗るという作業を積極的

に行っている姿が見られ、とても嬉しかったです。準備や作業も含めみん

なで考え、協力し当日まで楽しんで取り組むことが出来ました。■■■ 

大成ゼミでのアートパークは子どもの成長だけでなく、自分自身の成

長を強く感じることができ、とても良い活動だったと思います。■■■■ 

（児童学科 児童文化コース４年 渡辺あてな 記） 

－ジュニア夢カレッジに参画した学生の感想－ 

 私がジュニア夢カレッジを体験して良かったことは２点あります。１点目

は、自分の世界が広がったことです。私はどちらかというと自分の世界に

閉じこもる方なのですが、自分の限界を決めないで一歩踏み出す勇気の

大切さを知りました。２点目は、人と関わる楽しさを知ったことです。関わ

ったことのない大人と出会うことで、今までの私には知りえなかった世界

と、新しい自分に出会えました。今後、新たなチャレンジをする時、「自分

を持ちながら多様な意見を吸い上げることのできる私」に、少しだけ近づ

けたかなと思います。2016 年度は学生代表になりました。メンバーをまと

めながら、私自身も、さらに成長していきたいと思います。■■■■■■ 

（児童学科 児童心理コース４年 池田美咲 記） 

する方法」の一部として実施されたアートイベ

ントです。多様なセクターが関わりながら、親

子対象のワークショップを企画・実践する中

で、地域の課題に目を向け、「学生の社会参

画力の育成」と「地域活性化」をはかることを

目的としています。今回は、学内９個、学外５

個の、計 14 個のワークショップを実施しまし

た。それぞれのワークショップは、本学児童学

科と短期大学部保育科の学生・教員が、地域

の団体、松戸市と連携して企画・運営を行い

ました。また今回から、千葉大学大学院木下

勇研究室の参画があり、連携の輪がますます

広がりました。当日は天候に恵まれ、882 名の

子ども達、保護者にご参加いただきました。今

後も、子どもと公園を核に、松戸のマンパワー

が集結するアートイベントとして継続・発展さ

せていきます。■■■■■■■■■■■■ 

  

アートパーク８～みんなバクハツ宣言～ 
 盛夏の空の下、松戸中央公園で「アートパーク８～みんなバクハツ宣

言～」を実施しました。これは、テーマ別研究会「アートでまちを面白く 

こどもの冒険遊び場ボランティア養成講座 

－子育て応援団・パパ講座 Part３－ 

 2012 年から継続して実施している、「子育て応援団」「パパ講座」は、３

年目を迎えました。この講座は、地元である松戸市と協働で行っているも

ので、松戸市内に常設の「冒険子どもの遊び場」開設に向けて、支援者

のスキルアップを目的として実施しています。「子育て応援団」は、主にシ

ニア層を、「パパ講座」は、主に子育て中のお父さんたちを対象にしてい

ます。今までは、「子育て応援団」と「パパ講座」を別々に実施してきまし

たが、2015 年度は、一緒に講座を実施し、多様な世代の視点から「子ど

も」について考えました。５回講座とし、前半２回は講義を中心に、後半３

回は「冒険子どもの遊び場」の視察や、計画立案など、より実践に近い内

容をとりあげました。 ５回講座の終了後は、講座修了者有志で「21 世紀

の森と広場」の一角をお借りし、プレの         「冒険子どもの遊び場」 を開設し

ました。今後も、常設の   「冒険子どもの遊び場」  開設に向けて研究会を

実施していきます。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

ジュニア夢カレッジ～プロから学ぶお仕事体験～ 

 テーマ別研究会「『働く』を考える研究会－子ども・ワカモノ編－」で、産

学官民それぞれの視点から議論した内容を基に、「ジュニア夢カレッジ～

プロから学ぶお仕事体験～」を実施しました。この講座は、小学校４年生

～６年生、中学生を対象とし、プロの職業人から本気で仕事の「やりが

い」「厳しさ」を学ぶことをコンセプトに実施しました。□□□□□□□□ 

 全部で 20 の職種を用意し、参加者は事前に申し込んだ職業を体験し

ました。この講座の特徴は、子どもと学生それぞれのキャリア教育を行っ

た点でした。学生が、企画から参画し、全ての職業の打ち合わせの主体

者になることで、「見えない学力」が向上するような仕掛けをつくりました。

今まで、交渉や調整の経験がなかった学生にとっては、緊張の連続でし

たが、講座終了後、学生の確かな成長を感じました。■■■■■■■ 

 また、産学官民がそれぞれ知恵を出し合い、参加者の子ども達と学生

の成長を後押ししたことの意義も大きかったと思います。体験した子ども

たちからは、「自分の夢を広げることができた」等の声が寄せられました。 

ご協力いただきました全ての皆様に感謝申し上げます。■■■■■■

□ □□  

報告 2015 年度の研究・実践活動報告 

新京成電鉄(株)での職業体験 
元プロ野球選手 

屋鋪要氏による指導 

[テーマ別研究会] 
 社会貢献活動の一環として、大学が有する知的財産ならびに研究成果

を広く地域社会に還元し、研究員（本学教員）、専門家および一般市民が

多様化する地域課題について、様々な視点から研究をしました。 

 
 

 

 

 

A 「高齢社会支援を考える 

－最後まで地域で元気に暮らすために Part.3－」 

生涯学習研究所長、児童学科教授 長江曜子 
 

B 「アートでまちを面白くする方法」    児童学科教授 大成哲雄 
 

C 「若者とのつきあい方－個人化を逆手にとった育成法－」 

文学科教授 西村美東士 
 

D「安心・安全なまちづくり 

－多様な人が集まって住む形を考える－」  

総合文化学科教授 蓑輪裕子 
 

E 「こどもの冒険遊び場ボランティア養成講座 

－子育て応援団・パパ講座 Part３－」 

児童学科准教授 神谷明宏 
 

F 「『働く』を考える研究会－子ども・ワカモノ編－」 

元 児童学科准教授 齊藤ゆか 
 

G 「若者の自立と地域・NPO」              児童学科講師 上田智子 

ワークショップ 講演 
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■現在の仕事を具体的に教えて下さい 
 東京都板橋区で、社会教育指導員をしています。社会教育指導員

と䛿、「社会教育䛾振興を䛿かるために必要な事項䛾指導及び助言

に関する事務に従事する」専門職䛾ことです。区民䛾ために講座䛾企

画、運営だけでなく、区民䛾横䛾繋がりを作るために働きかける支援

者になるべく、仕事をしています。現在䛾職場䛿、成増社会教育会館

というところです。主に「子育て講座」や「青少年対象・参画事業」など

を担当しています。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

■一押しの講座は？ 

サークルフェスティバルです。「ステージ発表」 「カフェ」 「子ども向

けスペース」など、当館を普段利用している団体さん䛾文化祭䛾ような

も䛾です。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

今年度䛿区内䛾小学生から高校生䛾 130 名ほどがダンスチームと

して参加し、今までになかった雰囲気で盛り上がると思います。 

実行委員会体制で運営しているため、各団体同士䛾つながりも生

まれ、当館䛾３大イベント䛾一つです。□□□□□□□□□□□ 

 また、10 月から䛿若者䛾仲間づくり講座と題して、青少年事業も始ま

ります。ダンスや音楽など、青少年が興味を持ってくれる講座を企画

中です。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後やっていきたいことは？ 

中高生がフラッと寄ることができる場を作りたいと思っています。中

高生が職員䛾顔を見に集まってくるような場が目標です。具体的に

䛿、今年度、青少年センター「ユースプラザいた䜀し（仮称）」が開設さ

れることになっている䛾で、青少年に施設を知ってもらうことから始めた

いと思っています。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□ 

■社会教育指導員として大切にしたいことは？ 

ど䛾講座でも受講者に䛿、講師から学ぶだけでなく、隣䛾受講者か

ら䛾学びを大切にしてほしいと思います。そういった環境づくり䛾支援

をする䛾が、社会教育指導員であり、社会教育指導員が講座を企画

する意味だと思います。□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

今後も、受講者同士䛾結びつきを大切に、「社会教育会館䛾講座

に来れ䜀、仲間ができ情報交換ができる」と思ってもらうことができる

講座を企画していきたいと思っています。□□□□□□□□□□□ 

 

■聖徳大学での学びとキャリア形成 

聖徳大学で䛾学び䛿、今䛾私䛾仕事全てに役立っています。特

に、学生時代に生涯教育文化学科と生涯学習研究所がコラボレーシ

ョンして実施した、「アートパーク」 「おしごとデパート」 「松戸まつり」

等、産学官民連携事業䛾経験が活きていると感じています。先生や

研究所䛾方々が学生を信頼し、企画を任せてくれ、必要に応じて的

確なアドバイスをいただけたこと䛿、大変貴重な経験でした。また、イ

ベントを通して、市民や地元企業䛾方々とお話しする機会を得たこと

も、良い経験であったと思います。教室䛾中だけで䛿学ぶことが難し

い、「社会に出て本当に必要な能力」を得た学生時代でした。□ 

社会教育指導員䛿東京都 23 区でも採用枠が少ない状況ですが、

若者䛾視点で事業を作る際に、学生時代䛾経験が活かされていま

す。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■□

□ □ □ □ □ □ □ 

■生涯学習への期待を教えて下さい 

「生涯学習＝高齢者䛾学び」というイメージが強いこと、そもそも生

涯学習という言葉を知らない人も多いと思います。好きだからやって

いる趣味や、仕事䛾スキルアップ䛾ため䛾学びが、実䛿生涯学習な

䛾だということを、もっと多く䛾人が知り、学ぶことを楽しんでほしいと思

います。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□  

                               （有川かおり 記）  

共催・協力事業
 

[松戸市学官連携推進講演会] 共催 

 2015 年度協働䛾まちづくり講演会「協働䛿『人』！信頼関係を築

き、一歩踏み出す」を共催で開催しました。NPO 法人 CR ファクトリー

䛾五井渕利明氏にご講演いただいた後、パネルディスカッション、ポ

スターセッション、テーブルトークを行いました。短い時間で䛿ありまし

たが、参加者䛿内容䛾濃い時間を過ごしました。 

（主催：松戸市・特定非営利活動法人まつど NPO 協議会） 

                                                                                     
[とんでも図工室] 協力 
 ダイエー松戸店で実施した、「とんでも図工室」䛾開催を協力しまし

た。当日䛿、本研究所研究員䛾大成哲雄教授䛾ゼミ生主体で企画し

た、９つ䛾ワークショップ（つながる洋服、でこでこチャリンコ、おかしタ

ウン、巨大ビー玉ころがし ダイエー編、いろいろしろいろ、フラフープ

ジャングル、でこぼこ映画館 他）を実践しました。２日間で、542 名䛾

親子が訪れ、笑顔いっ䜁い䛾時間をすごしました。■■■□□□□

□□□□□□（主催：暮らし䛾芸術都市、企画：聖徳大学大成ゼミ） 

                                                                                     
[全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野] 協力 
 栃木県佐野市で開催された｢全国学びとまちづくりフォーラム in 佐

野｣に協力しました。こ䛾フォーラム䛿、全国各地で展開されている、

まちづくり活動䛾実践事例䛾情報交換を目的に開催されているも䛾

です。本研究所䛿、2012 年度䛾フォーラム立ち上げ段階から継続し

て参画しています。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

（主催：大会実行委員会、佐野市、佐野市教育委員会） 

                                                                                     
[ミニまつぶし] 協力 
 埼玉県松伏町で開催された「ミニまつぶし」に協力をしました。「ミニ

まつぶし」䛿、18 歳以下䛾子どもたちが町民になって、ブース（お店）

で仕事をし、独自䛾通貨で給料を得て、そ䛾通貨で食事や買い物が

楽しめる、「子どもだけ」䛾まちです。主催である「松伏町文化䛾まち

づくり実行委員会」䛿、本研究所䛾長江曜子所長が副委員長をつと

めており、「ミニまつぶし」䛾企画段階から参画しています。□ 

（主催：松伏町文化䛾まちづくり実行委員会）□ 

卒業生の今 part.１ 

 生涯学習研究所䛿、1998 年度䛾開所以来 「学生参画」 をメインテーマ䛾１つに据え、実践・研究を進めてまい

りました。学生時代に生涯学習研究所䛾実践・研究に関わった卒業生䛿、現在何をしている䛾でしょうか。 

シリーズでお届けします。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
 

第１回䛾 「卒業生䛾今」 䛿、聖徳大学人文学部生涯教育文化学科卒業（2012 年度）䛾秋戸巴美さんです。 

現在䛿、社会教育指導員として、東京都板橋区䛾社会教育会館に勤務しながら、東京都社会教育指導員会䛾

理事としてもご活躍です。そんな秋戸さんに、社会教育指導員として䛾お仕事について伺いました。□□□□□ 

サークルフェスティバル実行委員の皆様 

http://img01t1.cc-library.net/box01/1024-cc-library010001398.jpg


 


